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「祈祷用ヒツジの卜い書」について

史料紹介

はじめに

楊　海英

チンギス・ハーンを対象とする八白宮祭祀はさまざまな儀礼からなる。陰暦3月21日の春季大

祭の日には「祈祷用のヒツジ」（sibsilgenqoni）を使った卜いの儀礼がおこなわれる。八白宮祭祀

の最高責任者であるジノンの立会いのもとで，生きたままの状態で肝臓と胆嚢を出される。肝臓

と胆嚢に示された啓示を祭祀者ダルハトたちはよみとって卜いをおこなう（SayinJirγaIand

Saraldai1983，PP．157－159；利光1989，Pp．36－46）。

八白宮の祭祀活動がどのように実施されてきたかを研究するためには，祭祀の指針書たる『金

書』（A仇〃占鋸封g）をいろんな角度から分析しなければならない。「祈祷用ヒツジの卜い書」

（∫血晦e〃90〃f〃JdJge〃∫〟血r）という『金書』はヒツジを用いた卜いの儀礼を理解するための第

一次的な史料である。

ヒツジトいに関する史料は決して多くなかった。1909年12月にモスタールト（A．Mostaert）

師は牝馬l頭を供出して，オルドスのジュンガル旗から「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の

書」（鮎（ね†一γJ〃行毎e／一山〃グロ椚〟γ0∫〟カ〃g裏打eサブ〃deかer）という写本を入手した。この写本は宣統元

年（1909）陰暦10月29日に書写されたものである。後目，セールイス師が整理したモスタール

ト・コレクションのなかではNo．75の文書にカウントされている（Serruys1975，P．200）。セール

イス師はこの写本の重要性を認識し，2回に分けて1982年と1984年にその内容を発表している

（Serruys1982，Pp．141－147；1984，PP．29－62）。しかし，「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」

は主として八白宮のヒツジトいの儀礼に関する『金書』である，という基本的な性質を十分理解

していなかったこと，八白宮の儀礼を直接観察していなかったことなどから，セールイスの転写

と注釈作業には再検討の余地が残されているといわざるを得ない。

1985年，ドイツ在住のモンゴル学者ホルチャバートルがこの「聖主の祝詩および尊き食べ物の

作法の書」と題する『金吾』のゼロックス・コピーをイタリアのモンゴル学者キヲードー（Chiodo）

女史から入手した。ホルチャバートルはモンゴルのシャマニズムに関する研究にこの『金書』を

活用している（Qureaba†aturandO沖m－e1991，PP．407－413；Hurcabaatur1999，PP．135－144）。その後．

私はホルチャバートルから同『金書』のゼロックス・コピーを借用し，『金書』全体に関する概説

のなかで，その内容について詳しく検討した（楊1998，PP．26－29）。近年，私（Co†tu）はホルチ

ャバートルと共同で複数種類の『金書』をまとめてモンゴル語で出版した。その際，モスタール
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ト師が収集した「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」を全文，影印の形で収録した

（Qureaba†aturandCo†tu2001，Pp．41－61）。

一方，オルドスの民俗学者サインジャラガルは「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」と

は別に，「祈祷用ヒツジの卜い書」（gf占埴e〃90〃′〃J封ge〃∫〟血r）と題する写本の存在を『内モン

ゴル社会科学』（モンゴル語版）誌上で伝えている（SayinJirYa11998，PP．80－81）。サインジャラガ

ルはその「祈祷用ヒツジの卜い書」をハンギン旗のトウグルク・ソム（T6gOrigsumu）に住むバ

トオチル（Batuwaeir）という老人から入手したという（SayinJir†al1998，p．80）。その後，この「祈

祷用ヒツジの卜い書」はサインジャラガルの著書『モンゴル族の祭祀文化』（肋〃gγ〟／／α招γ－α）の

なかで全文掲載されているが（SayinJir†a12001，Pp．213－215），写本の性質，儀礼との関連等につい

ての説明はなかった。また，部分的ではあるが，現代の正字法に直しているところもみられた。

2003年7月，私はオルドス市エジン・ホロー旗に住むサインジャラガル老を訪ねた。サインジ

ヤラガル老が私にみせたのは，ハンギン旗の老人バトオチルが祭祀者ダルハトとサインジャラガ

ルのために，1980年代末か1990年代初期に新たに書写したものである。この時，すでにサイン

ジャラガルとシャラルダイとの共著『黄金オルドの祭祀』（」／Jα〃Or血…ゆ中一α）が出版されたあ

とだった。

「祈祷用ヒツジの卜い書」のオリジナルはまだバトオチルの手元に残っているはずだ，とサイ

ンジャラガル老はいう0バトオチルは「伝統的な教養を持つ」（qauYeinsoyul－tai）人物で，彼が毛

筆で書写した「祈祷用ヒツジの卜い書」は格調高い書風である，とダルハトたちに評価されてい

る。

テキストの転写と試訳

写本を影印のかたちで日本で公開したいという私の願いをサインジャラガル老は快く受けいれ，

「祈祷用ヒツジの卜い書」のゼロックス・コピーを提供してくれた（本稿末尾に掲載）。以下では

テキストを全文転写し，日本語訳を試みる。（）内の文は，訳者が実際に儀礼を観察した経験とダ

ルハトたちから聞いた情報に基づいて補足したものである。また，この「祈祷用ヒツジの卜い書」

は基本的にモスタールト師が1909年12月に収集した「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」

の一部内容と一致しているため，両者間の語嚢の面での差異を註釈で記しておいた。

Sibsilgenqonint61gensudur（祈祷用ヒツジの卜いの書）

1．

t61genqonl－ylnOyltanqama†u・dotur－a

祈祷用のヒツジは皮膚病をもつもの，内臓に

Jilbing・qar－aSalkiyasu－taimaトaeabOuab．．

腫れがあると（思われる）もの，ハラ・サラギス（1）を患っているものからは選ばない。

－66－



内陸アジア史研究19（2004．3）

tngrl－ylnnOqal－ylnSOrbi†ar†a†SanmalbOii

「天のイヌ（2）」による傷跡が残るものも使っては

keregle・・tngri－dOsayidurdaγadqanJalbiraJubelge

いけない。天に誠心誠意祈って吉兆

tegusqoniol．．

（をもつ）ヒツジを探すように。

2．

qoni－banordun－udotur－atulu†deger－e

ヒツジをオルドの中の儀礼用のフェルトの上に

JO†Su†叫u・eJen－durmorguJuqOni－banlruge沖（3）

立たせる0主君（チンギス・ハーン）に叩頭し，ヒツジ（の左耳に口をあてて）願いを話す。

qonin－ubaraγuneikin－dOrelgin－udumda61ugel－

（まず）ヒツジの右側の耳元に，肝臓の中央に（ある）凹部

ylnlJa†ur†Oul－duqa†an（4）sibs榊doru†Sl

の底の真ん中に，（それぞれ）ハーンが祈祷しながら（乳酒を）かける。（続いて手を伸ばして）下へ

†Oulqobi－aea臼沖gOr（5）kOrtel－etuStuS－lyar

肝臓主要部から先の部分にいたるまで各々

3．

ugOl可tりeg血bara†untOkiyaldu†ulJubasa†adar

（願いをこめて卜いの目的を）説明し，左右交互に（祈る）。また，外

tal－abara†undegednngrl－yln†aJar（6）dour－akGruged

側「右上端」にある「天の域」の下にいたってから，

Jeg血deger－edaylSun－u†叫ar－a（7）qormuI－ylnuJugか（8）

「左上端」にある「敵の域」と「（左）下裾」（の「陰界鬼怪の域」）

kOrtel－eSibsiged叫aarikin－lyarSilg可ubelge－

まで（乳酒をかけながら）祈る。蒸留酒を（かけて）身震いをさせて，（現れた）兆候

yi可ektianudegeduuru†ulanuk6delbesii

を観る。（もしヒツジの）上の唇が動いたら，

4．

keregultemeeel－unyal－abolqu・qOla†aJarOdqu

喧嘩や紛争の罪になる（ため），遠方にでかけるのは

ma†u・eber－］yentngrl－yin沖g－tdeo†du†ulbasu

良くない。角を天の方向へ立たせると，

qadnoyadsa†udalbatubolqu（9）・eber－lyenterigulen

貴族や役人たちの支配は堅牢になる。角を前へ
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Sa5ibasu tusimed－tiir sayin（10）．eber－lyengedergO

振れば，臣下たちに吉。角を後ろへ

eoyidabasulrgenbo†u1－dusayln・eberugel

向けると，属民や奴隷に吉。もし角がなく，

5．

to）u†aieikiese（11）k6delbes臼slnJlugel‥

頭と耳も動かなかったら，予兆がない（ことになる）。

eikinanudegegsISertegelJibesuaminasun

耳が上へ立っていれば，寿命を

tngriibegekO・eikinanudoru†SISaJibasu

天が伸ばしてくれる。耳を下へ向けて振れば，

boru†an－taibolqu（12）・nid血inuqurea（13）qarabasu

雨が降るだろう。眼光が鋭かったら，

qamu†－iuduridungeylgukO・tOilmetut6rO

すべてを統率し，鏡のように（光明正大に）世を

6．

bariqusayln・keleintieilbalJiJudoliyaqu

治めて吉となる。舌がぴかぴかと光り，舐める

mettibolbasukilbelegenmetoayul－tudaylSun－

ような仕草があれば，閃光のごとき危険な敵

uqourolanbolqu（14）・d6rbenk61－血Oy－e（15）

による害が増える。四肢の関節を

†uduransonlyaqumettibolbasuebedeinbolqu（16）

前へ伸ばすようになれば，病気になる。

genedte†a†eak61－iyeneabeilabasum6r50kiqu．

突然一本の（前）肢で（地面を）掘ったりすると，おこないが正しい。

7．

Slnggen6dken†arbasubayasqulangdeger－e

尿尿が出れば，（万事が）愉快に

yabuJuerilolqusayln．d6rbenk61－iyen

はこび，探し物が見付かって吉となる。四肢を

eabeiqulunbeyeben†ubeiginan†Odu†ulJabasu

動かして自分の腹部を凹ませたり，体を（足で）掻いたりすると，

†angyekequr－augel．ali沖gergln

早魅がひどく，降雨はない。特定の方向に向けて回って
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erglnSilgebesutereJugnaSunqutu†

は身震いをすれば，その方向から福禄が

8．

ireku（17）・yeriisaylnSilta†an－uSlnJleSe†areu

届く。もし吉兆が現れずに

qurdunerglnerglnSilgebesubOgude－diirsayln．

ぐるぐる回っては身震いをしていれば，すべての人々に吉。

elgln－udumda61Ogel－ulJa†uranuqa†an一

肝臓の中間（にある）「凹部の底部」は，「ハーン

u†aJar－a・tegh－iidour－a†Oulnoyad－un

の域」である。その下は「主要幕僚の

†aJar－a・dumdadouraki6be祀n†叫ar－a．uJugdr－

域」で，（さらにその下は）「中下部」の「（ダルハト）自身の域」である。先端

9．

tin†qar－akOrtel－eγOultOsimed一unγqar－a．

の裾にいたるまでは「主要臣下の域」である。

6lugei－ubara†unqabir†－ad6rbenqobiirmeg

凹部の右側は四分の縁，

Jegunta1－a†urbanqobiirmegbuyu．bara†un－i

左側は三分の縁から（それぞれ）なる。右側は

bara†untaI－aqOSl†uJegun－lJeghtal－aqOSl†u

右翼の軍団（柑）を，左側は左翼の軍団を（意味する）

kememOi・angqaninuqa†an－u†aJar－aeligen－也

という。まずは「ハーンの域」である。肝臓の

10．

†aJar－abusubusud†可ar－a－yltegSlqObi

全体と各部分，各域

qobi－durkOrtel－etOkiyaldu†ulJusibsin

にいたるまで均等に（酒をかけて）祈ってから（次のように）

可ekiianulJa†ur－unqa†anγ叫ar－a－durJam

観察する。凹部の先端の「ハーンの域」に血筋

SudaliigeibolbasuamitanamuTJlquSayln・

と血管がなければ，衆生が安全で吉。

SeterkeinOkebOgesugenedteayuJuSOCiqu

割れ目や穴があれば，突然に驚博したりする
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11．

yabudal－un†al．erglgSenqar－aSudalbugesukele

ことの凶兆である。曲がった黒い血管は口

aman－uSilta†an．Sudalqar－abugesuboru†anyeke

論の原因である。血管が黒ければ，雨が多い。

bui．ula†anbolJueisuslnggenbolbasuebedein

（血管が）赤く，血液がさらさらであったら，疾病や

taqulelbegbui．quvaqabudurk6btirueisu

伝染病が増える。淡黄色で泡立つ血液が

toburdaJukesegtObolbasu†angSalkinyeke．

何ヶ所も固まっていれば，早魅がひどく，風が強い。

12．

borukOreng（19）sirabturbolbasudumdaboru†antai（20）

茶褐色か黄色であれば，中程度の雨が降る。

kesegeekenisekeidusultaibolbasum6ndurJam

ところどころに破れたり水滴があったりすれば，電（が降って）道

bolqu．aliali†aJar－unqObi－durali6ngge

となる。（以上のように）それぞれの「域」にどんな色が

Siltaγan－bartuseuba†ubasum6nadaliiru－abui

兆候として現れようと，すべて同じ兆候である。

61ugeI－ylnirmegtegsISaylqanbolbasunoyad

凹部の端（に凸凹がなく）平らであれば，役人たちの

13．

CO†aldarnem可ukOmunamitanJir†aqumaSi

名声が高まり，人々はじめ衆生が安寧で大

Sayln．irmegseterkeibugesubara†untal－aJeがn

吉となる。端に欠けたところがあれば，左右

Jeg血tal－atOkiyaldu†ulJu可e．basanlgen沖S伽（21）一

両端を交互に比べて観よう。もうひとつ，胆嚢

utuIum（22）tegsidiigurengqata†uk血dubolu†ad

（に胆汁が）満ちて，堅く重く，かつ

6mukei－eeeneng6mukeibolbasusayln．JuSun－

強烈に匂いが臭ければ吉。胆嚢
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14．

u6nggeqobilJu56gelensularaγaddumdaboIJu

の色が変わって，柔らかく緩く，しかも満杯ではなく

k6nggeneeeerekumetiieayiburdaJu（23）kesegtu沖il

軽くて震えているようで，ところどころに白色が

bolbasuma†u．†adartal－aeligen一也bara†undegedu

あれば凶。外側にある肝臓の「右上

imeglrmegtngrl－yln†叫ar－a－duruil

端」の「天の域」に雲（のような文様）が

eoqurdaJu6nggeugelSaylqanneyilembugesu

斑点状になり，色がなく，均一にかさなっていれば，

15．

Saki†ulsuntngrlgeylgulkumetusayln．teguni

守護神たる天に守られて吉。その

dour－aluus－un†aJar－a－durerlyendusula†San

下の「龍の域」に斑点が分布し，

adaliiigeik6ktiburngelOnggei鵬tegsl

さまざまな，腫れのない色が均等に

bolbasukumnnmal－durJudugel．teguniidour－a

あれば，人畜に雪害はない。その下の

qormui－durbo†ulJarudasun†叫ar－aqOuJam6ngge

裾の部分は「奴隷と使用人の域」である。血管や血筋の色

16．

iniikesegtiiJuilOgeibolu†adeligen－u6ngge－

が変色せずに肝臓全体の色と

berneyilebesuamitannengJlr†aquSayln．Jegun

一致していれば，衆生は一層幸せで吉。左

degedtiirmegdaylSun†可ar－tureisutuJam

上端にある「敵の域」に血筋と

Sudalgerugei6lugei－d加esekiirg可uirebesii

血管，血の塊がなく，かつ凹部まで伸びていなかったら，

daylSundotu†urMtiqaldaqusayln．teがnudour－a

敵の内侵がなくて吉。その下の
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17．

qarI－yln†qar－a－duronggemekQsbolbasu

「異国の域」に色が薄ければ，

Omuγdaruqumetoma†u（24）・teg伽IqOrmuital－a一

威勢が抑えられて凶。その裾

durerligsilmiis†叫ar－abui6nggqlJuqaldaqu

に「陰界鬼怪の域」がある。色が広がる

metubolbasukumun－ue6bayulolanbui‥

ようだったら，人間の災難と危険が増える。

esequbilJu（25）tegslneyilekO6nggeteibolbasu

（色が）変わらずに（肝臓全体の色と）同じであれば

18．

Saylnaliali†叫ar－a－ylendegureldgel

吉。各域を間違わずに

LueJuSibsi‥GumeliMergenJinung－unJakiy－a一

祈りながら観察しよう。グムリ・メルゲン・ジノンの命令

barerten－uqa†ad－untung†aγSanS6nid－un

により，古のハーンたちが書写してきたスニト（部）の

GilOgenBa†atur－unt61gensudurqa†uClra†San－

ギルーン・バートルの卜いの書が古くなったの

ik6keluuJil－tinJun－uekinsar－a－ylnSin－e－

を，甲辰年夏の最初の月の

19．

yin†urban－duS6ngeiQareaγaisinedken

三日に，スウンチ・ハルジヤガイが新たに

bieibei‥

書き写した。

おわりに

以上で示したように，写本の内容としては，天に祈祷し，祝詩を述べてからヒツジの角，唇，

耳，舌の動きや尿尿を観察すること，また屠った後に肝臓に付着している血管や血液，胆嚢など

を観るなど，細かな卜い方法が織りこまれている。小さな肝臓ではあるが，そこには「ハーンの

域」から「奴隷や使用人の域」までさまざまな世界が展開されている（写真1，2と図1，2参照）。

よみとれるメッセージも降雨や干ばつなど自然現象から敵人の内侵，役人の出世まで含め，実に
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豊富である。かつてモンゴルの大ハーンが動物の内臓を用いて卜いをおこなっていたことがヨー

ロッパからの旅行者に目撃されていることともあわせて考えると，ヒツジの内臓卜いこそ，モン

ゴルのもっとも古い占卜のひとつであろう，とサインジャラガルは主張している（SayinJir†al1998，

P．80）。

サインジャラガルはまた「祈祷用ヒツジの卜い書」のコロフォンに注目している。グムリ・メ

ルゲン・ジノンとはグンビリク・メルゲン・ジノンのことで，1506年に生まれ，1532年にジノン

の位を継承し，1550年に死去した人物である。グンビリク・メルゲン・ジノン生存中の甲辰年と

は，1544年にあたるだろう，とみている（Sayin5ir†al1998，P．80）。

モスタールト師が収集した「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」という『金吾』のなか

に，「大臣ギルーンが書いた書物から創作した冊子なり」（Gilugensayid－unnOmlaYSan－aea50kiya†San

Sudurbui）とのことばがある（楊1998，P．29；Qureaba†aturandCo†tu2001，P．58）。サインジャラガ

ルはこの一句を「大臣ギルーンに起源し，創作した書」（Gi柏gensayid－un uYlaYSan－aCa50kiya†San

Sudur）と解読している（SayinJir†al1998，P．80）。つまり，「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の

書」の中の重要なことばのひとつをnomla†Sanと読むかそれともu†1a†Sanとするかの違いである。

どのように解読するにせよ，「大臣ギルーン」（Gilugen sayid）を「祈祷用ヒツジの卜い書」の起

源ないしは編纂と関連づけている点は共通している。

いわゆる「大臣ギルーン」とはスニト部のギルーン・バートル（S6nid－On GilOgen Ba†atur）を

指していることはすでにサインジャラガルや私の研究によって確認されている（SayinJir†al1998，

PP．80－81；楊2003，PP．41－61）（26）。このように，現時点では1544年に書写された「祈祷用ヒツジ

の卜い書」と，1909年に書写された「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」，という2つの

『金吾』がスニト部のギルーン・バートルと結びついていることは明かである。

注

（l）ハラ・サルギス即ち黒いサルギスという病気について，サインジャラガルをはじめ，複数の

ダルハトたちに確認したが，明確な答えを得られなかった。

（2）「天のイヌ」とはオオカミに対する尊称である。

（3）モスタールト師が収集したテキストではqorin nigen－e miliya†ud－un qOni－yiordun－u dotur－a

bariJu†01umtatakinma†tanm6rgunirtigeJueJin－dOrm6rg叫となっている（Qureaba†aturandCo†tu

2001，PP．53－54）。

（4）モスタールト師が収集したテキストではJinung qa†anとなっている（Qureaba†aturand Co†tu

2001，P．54）。

（5）モスタールト師が収集したテキストでは叫gur－eとなっている（Qureaba†aturandCo†tu2001，

p．54）。
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（6）モスタールト師が収集したテキストでは両araeaとなっている（Qureaba†aturandCo†tu2001，

P．54）。

（7）モスタールト師が収集したテキストでは†可araeaとなっている（QureabaγaturandCo†tu2001，

p．54）。

（8）モスタールト師が収集したテキストでは叫gOr－eとなっている（Qureaba†aturandeo†tu2001，

P．54）

（9）モスタールト師が収集したテキストではここでS皿limanduqu sayinとのことばが入っている

（Qureaba†aturandCo†tu2001，p．54）。

（10）モスタールト師が収集したテキストではさらにarad－tu Sayin　とのことばが入っている

（Qureaba†aturandCo†tu200l，p．54）。

（11）モスタールト師が収集したテキストではyertide ese　となっている（Qureaba†atur and Co†tu

2001，p．54）。

（12）モスタールト師が収集したテキストではtereonboruYantaibolquとなっている（Qureaba†atur

andCo†tu2001，P．55）。

（13）モスタールト師が収集したテキストではqurea†uduyinとなっている（Qureaba†aturandCoγtu

2001，P．55）。

（14）モスタールト師が収集したテキストではさらにqari†ulorkiqudayisun－uuile－dursayinとのこ

とばが入っている（Qureaba†aturandCo†tu2001，p．55）。

（15）モスタールト師が収集したテキストではuy－e－dtirとなっている（QureabaγaturandCo†tu200l，

p．55）。

（16）モスタールト師が収集したテキストではgoideleebedeinbolqu．buyan－iergugdekuとなってい

る（Qureaba†aturandCo†tu2001，P．55）。

（17）モスタールト師が収集したテキストではさらにaltan gereldalal†－a ab　との一句がある

（Qureaba†aturandCoγtu2001，p．55）。

（18）私はこの表現をオルドスの「右翼4旗，左翼3旗」と理解せずに，古くからの「軍事組織」

を意味するホショー（ウラヂーミルツオフ1936，pp．320－321）として考えるべきだと思う。

（19）モスタールト師が収集したテキストではktirenとなっている（Qureabaγatur and Co†tu2001，

P．56）。

（20）モスタールト師が収集したテキストではさらにtariy－aidegetei sayin　との一句がある

（Qureaba†aturandCo†tu2001，P．56）。

（21）モスタールト師が収集したテキストではekettiJiistin　となっている（Qureaba†atur and Co†tu

2001，p．57）。

（22）モスタールト師が収集したテキストではさらにinu sir－a nOγubturとのことばが入っている

（Qureaba†aturandCoγtu2001，P．57）。

（23）モスタールト師が収集したテキストではeayibur－tu－euとなっている（Qureaba†aturandeo†tu
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2001，P．57）。

（24）モスタールト師が収集したテキストでは6ngge mekus bolbasu sayin，6ngge taibolbasu omu†

daruqumettima†uとなっている（Qureaba†aturandCo†tu2001，p．58）。

（25）モスタールト師が収集したテキストでは6ngge ese qubilaJuとなっている（Qureaba†atur and

Co†tu2001，P．57）。

（26）スニト部のギルーン・バートルが八白宮の祭祀のなかでいかに表象されているかについては，

楊2003，PP．39－130を参照されたい。
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写真1ヒツジの肝臓の内側（doturtal－a）

1．6lQgei－yinUa†ur（凹部の底部）

2．61Bgei－yindour－a（凹部の下部）

3．6lugei－yindumdadour－a（凹部の中下部）

4．叫gur一触qormui（凹部の裾）

写真2　ヒツジの肝臓の外側（†adartal－a）
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l・6lugei－yini5a†ur（凹部の底部）

2．61Ogei－yindour－a（凹部の下部）

3・OlOgei－yindumdadour－a（凹部の中下部）

4・可ugur－tinqormui（凹部の裾）

5・Olugei－yinbara†untal－a（凹部の右端）

6・61Ogei－yin5eguntal－a（凹部の左端）

7・bara†undegeduirmeg（右上端）

8・bara†undumdairmeg（右中端）

9・bara†undouratuqormui（右下裾）

10・jegundegeduirmeg（左上端）

11・Jegundumdairmeg（左中端）

12・5eg伽douratuqormui（左下裾）

図1占卜用肝臓の各部位（Qureaba†aturandU沖m－e1991，P．413より改編）
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l・qa†ad－un†aJar（ハーンの域）

2・†Oulsayid－un†aJar（主要幕僚の域）

3・6ber（Darqad）一血†可ar（ダルハト自身の域）

4・†Oultusimed－un†可ar（主要臣下の域）

5・bara†undOrbenqosi†un－u†aJar（右翼四軍団の域）

6・5eg血†urbanqosi†un－u†a5ar（左翼三軍団の域）

7．tngri－yin†a5ar（天の域）

8．1uus－un†aJar（龍の域）

9．bo†uりarudasun－u†a5ar（奴隷と使用人の域）

10．dayisun－u†a5ar（敵人の域）

11．qari－yin†aJar（異国の域）

12．irligsimnus－un†a5ar（陰界鬼怪の域）

図2　占卜用肝臓の各部位と対応する諸領域（Qureaba†aturandO沖m－e1991，p．413より改編）
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